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バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や
消
火
器
で

の
初
期
消
火
、
消
防
隊
に
よ

る
放
水
訓
練
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

 

視
察
を
行
っ
た
岡
本
保
消

防
庁
長
官
は
「
文
化
財
は
守

っ
て
い
た
だ
く
事
で
宝
と
な

る
。
地
域
の
皆
様
の
力
な
く

し
て
で
き
な
い
」
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。
松
田
直
久
津
市

長
は
「
非
常
に
乾
燥
し
、
火

災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
が

続
き
ま
す
。
今
後
と
も
万
全

の
体
制
を
と
っ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

高田本山専修寺御影堂にて一斉放水を行う消防隊 
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➝
視
察
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
岡
本
保
消
防
庁

長
官
（
上
）
と
青
木
保
文
化
庁
長
官
（
下
） 

↑バケツリレーを

行う自主防災組織

○○
消消
防防
庁庁
・・
文文
化化
庁庁
長長
官官
視視
察察  

高高
田田
本本
山山
専専
修修
寺寺
消消
防防
訓訓
練練  

文
化
財
防
火
デ
ー
の
一
月
二
十

六
日
、
津
市
一
身
田
町
の
高
田
本
山

専
修
寺
で
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

こ
の
訓
練
は
、
歴
史
あ
る
貴
重
な

建
築
物
や
国
宝
が
収
め
ら
れ
て
い

る
専
修
寺
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
は
岡
本
保
消
防
庁
長

官
と
青
木
保
文
化
庁
長
官
が
視
察

に
訪
れ
、
高
田
本
山
専
修
寺
、
津
市

消
防
本
部
、
同
市
津
消
防
団
、
同
市

婦
人
防
火
推
進
委
員
、
一
身
田
地
区

自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
な
ど
関

係
者
一
四
〇
名
が
参
加
し
、
震
度
六

強
の
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想

定
し
て
、
文
化
財
の
搬
送
を
は
じ

め
、
負
傷
者
の
救
出
や
避
難
誘
導
、

 

↑心肺蘇生法やＡＥＤ等、応急

救護訓練を行う専修寺職員
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○○
県県
内内
初初
のの
消消
防防
団団
員員
確確
保保  

アア
ドド
ババ
イイ
ザザ
ーー
にに
就就
任任  

総
務
省
消
防
庁
が
、
減
少
す
る
消

防
団
員
の
確
保
を
積
極
的
に
推
進
支

援
す
る
た
め
、
三
重
県
内
で
初
め
て

津
市
津
消
防
団
の
櫻
川
政
子
さ
ん
が

「
消
防
団
員
確
保
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

櫻
川
さ
ん
は
、
平
成
八
年
に
入
団

し
、
当
時
の
女
性
消
防
団
員
は
、
広

報
活
動
や
式
典
の
補
助
的
な
活
動
が

主
な
業
務
で
し
た
が
、
持
ち
前
の
明

る
さ
と
自
分
た
ち
の
街
は
自
分
た
ち

で
守
る
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

の
も
と
、
様
々
な
消
防
団
活
動
へ
の

女
性
団
員
の
参
加
を
積
極
的
に
推
進

し
、
活
動
の
場
を
広
げ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
も
、（
財
）
日
本
消
防
協
会
主

催
の
新
時
代
に
対
応
し
た
消
防
団
運

営
方
針
講
座
の
講
師
や
み
え
防
災
大

賞
の
選
考
委
員
な
ど
も
務
め
て
お

り
、
幅
広
い
知
識
と
行
動
力
は
、
関

係
機
関
か
ら
も
今
後
の
活
躍
に
期
待

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
就
任
を
受
け
、
櫻
川
さ
ん

は
「
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
自
分
た

ち
の
手
で
地
域
を
守
る
必
要
が
あ

り
、
今
後
も
消
防
団
の
活
動
に
理
解

を
深
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。 

○○
住住
宅宅
防防
火火
にに
努努
めめ
まま
しし
ょょ
うう  

年
明
け
か
ら
全
国
的
に
住
宅
火
災

が
多
発
し
、
複
数
の
方
が
犠
牲
と
な

っ
て
お
り
、
津
市
消
防
本
部
管
内
で

も
住
宅
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
同
市
消
防
本
部
は
、
二

月
十
六
日
か
ら
二
十
二
日
の
間
を

「
住
宅
防
火
対
策
強
化
週
間
」
と
し

て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
・

啓
発
や
広
報
車
に
よ
る
予
防
活
動

等
、
重
点
的
に
防
火
対
策
を
行
い
ま

し
た
。 

 

同
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
は
、
強
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

買
い
物
客
に
火
災
警
報
器
の
設
置
の

啓
発
や
暖
房
器
具
の
取
り
扱
い
に
注

意
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

同
市
消
防
本
部
予
防
課
に
よ
る
と

「
今
年
に
入
っ
て
か
ら
同
市
内
で
住

宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者
は
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

○○
地地
震震
災災
害害
にに
備備
ええ  

栗栗
葉葉
地地
区区
防防
災災
訓訓
練練  

  
地
震
や
大
規
模
災
害
に
備
え
、
二

月
十
五
日
津
市
立
栗
葉
小
学
校
（
津

市
森
町
）
で
栗
葉
地
区
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
訓
練
は
、
栗
葉
地
区
自
主
防

災
協
議
会
の
主
催
で
初
め
て
行
う
も

の
で
、
同
地
区
の
十
六
の
防
災
会
、

同
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
津
市
久

居
消
防
団
、
同
市
久
居
総
合
支
所
、

久
居
消
防
署
榊
原
分
遣
所
な
ど
関
係

機
関
か
ら
約
三
〇
〇
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や
消
火
器

に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
、
応
急
担
架

作
成
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
法
、

地
震
体
験
車
で
の
体
験
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

 

同
地
区
の
御
給
亘
連
合
自
治
会
長

は
「
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

有
事
の
際
は
協
力
し
合
い
、
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
た
い
」
と
述
べ
て
い

ま
し
た
。  

↑訓練を行う自主防災会 

で
大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
奏

功
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
多
く
の
ご
家
庭
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
三
月
一
日
か
ら
七
日

に
か
け
て
、
全
国
一
斉
に
春
の

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
住
宅
防

火
に
注
意
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

↑市内のショッピングセンター

にて啓発活動を行う津市消防本

部の職員 

春の防火キャンペーンのお知らせ 

 
春の全国火災予防運動に伴い、

楽しく防火を学べるキャンペーン

を実施しますので、皆様お誘いあ

わせの上、是非ご来場下さい。消

防音楽隊の楽しい演奏もありま

す！ 
☆ 日時：3月1日（日） 
☆ 場所：津サティ1Ｆ 

マクドナルド前広場 

↓
総
務
省
消
防
庁
の
「
消
防
団
員
確
保
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
に
就
任
し
た
櫻
川
政
子
さ
ん 
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○○
消消
防防
のの
中中
枢枢
機機
能能
をを
担担
うう  

通通
信信
指指
令令
セセ
ンン
タタ
ーー  

津
市
消
防
本
部
（
久
居
明
神
町
）

三
階
の
通
信
指
令
課
は
、
情
報
管

理
と
第
一
通
信
指
令
、
第
二
通
信

指
令
の
三
担
当
に
分
か
れ
て
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
十
八
年
の
市
町
村
合
併
に

よ
り
、
津
市
の
面
積
は
七
一
〇
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
三
重
県
の
約

十
二
％
を
占
め
、
人
口
約
二
十
九

万
三
千
人
の
市
民
の
安
全
を
守
る

た
め
の
窓
口
と
し
て
、
通
信
員
が

管
内
で
発
生
し
た
全
て
の
火
災
や

救
急
、
救
助
等
の
一
一
九
番
通
報

を
受
理
し
、
各
署
所
に
対
す
る
指

令
業
務
や
市
民
及
び
出
動
隊
員
の

安
全
確
保
を
図
る
た
め
に
支
援
情

報
等
の
伝
達
な
ど
、
一
分
一
秒
で

も
早
く
現
場
到
着
出
来
る
よ
う

様
々
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
通
信
指
令
課
で
は
、
災
害

に
よ
る
被
害
の
軽
減
、
救
命
率
の

向
上
を
図
る
た
め
一
一
九
番
通
報

時
に
お
い
て
初
期
消
火
・
避
難
誘

導
、
そ
し
て
傷
病
者
に
対
す
る
応

急
手
当
等
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
を
指

示
す
る
と
と
も
に
レ
ス
ポ
ン
ス
タ

イ
ム
の
短
縮
を
図
り
住
民
が
安
全 

所所所属属属紹紹紹介介介！！！   111111999 番番番・・・情情情報報報官官官制制制ををを行行行ううう通通通信信信指指指令令令課課課   

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
出

来
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い

ま
す
。
当
課
の
情
報
管
理
担
当

は
、
防
災
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の

企
画
・
開
発
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
維

持
管
理
、
デ
ー
タ
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
に
関
す
る
業
務
等
、
情
報
施
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て

は
、
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
で
す
。
近
年
携
帯
電
話

や
テ
レ
ビ
放
送
等
様
々
な
分
野

で
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
し
て
お

り
、
消
防
救
急
無
線
も
現
在
運
用

し
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
通
信
方
式

か
ら
デ
ジ
タ
ル
通
信
方
式
へ
の

移
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

組
織
を
挙
げ
て
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

課
員
は
市
民
の
安
全
安
心
の

窓
口
と
し
て
有
事
即
応
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

消
防
行
政
に
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

通報は、慌てず

落ち着いて、正

確に！ 

○○
ガガ
ソソ
リリ
ンン
のの
貯貯
蔵蔵
はは
危危
険険  

 

ガ
ソ
リ
ン
は
火
災
の
危
険
性
が
高
い

た
め
、
消
防
法
で
「
危
険
物
」
と
指
定
さ

れ
、
運
搬
し
た
り
貯
蔵
す
る
こ
と
は
、
消

防
法
や
津
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
規

制
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
を
無
許
可
・
無
届
出

で
貯
蔵
す
る
こ
と
は
、
大
変
危
険
な
行
為

で
あ
り
、
消
防
法
等
の
違
反
と
し
て
厳
し

く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
は
静
電
気

等
に
よ
り
容
易
に
着
火
し
、
火
災
の
危
険

性
が
高
い
物
質
で
す
か
ら
、
一
般
家
庭
等

で
の
貯
蔵
は
控
え
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。 

法令による規制 
１ 貯蔵：貯蔵施設の位置や構造に関する規制があります。 

 ・ガソリン200㍑以上（消防法による許可） 

 ・ガソリン40㍑以上200㍑未満（津市火災予防条例に届出） 

 ※40 ㍑未満であっても、法令に適合した金属容器に保管し、安全に

管理する必要があります。 

２ 運搬：量の多少に関わらず消防法の規制があります。 

 ・容器は法令に適合した金属製であること。 

 ・容器の口を密閉し、上方に向け、落下、転倒、破損を防止するこ

と。 

 ・危険物の品名、数量、注意事項（火気厳禁等）を容器に表示する

こと。 

・乗用車で運ぶことが出来るのは、22㍑以下の金属容器です。 

詳しいことは消防本部予防課危険物担当へお問い合わせ下さい。 

ＴＥＬ ０５９（２５４）０３５５ 
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○○
編編
集集
後後
記記  

二
月
二
十
三
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
発
生
し
た
大
規
模
な
山
火
事

の
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
の
追
悼
式

を
ニ
ュ
ー
ス
で
見
て
い
ま
し
た
。 

ブ
ッ
シ
ュ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
（
山
火

事
）
の
凄
ま
じ
さ
は
、
移
動
中
の

車
を
溶
か
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
高

熱
で
、
強
風
と
と
も
に
火
災
旋
風

で
急
速
に
広
が
る
事
が
あ
り
ま

す
。
私
も
山
火
事
は
幾
度
と
な
く

経
験
し
ま
し
た
が
、
地
面
の
落
葉

や
枯
れ
草
に
よ
り
、
消
火
に
非
常

に
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

山
火
事
は
、
連
日
四
十
三
度
を
超

え
る
異
常
と
も
い
え
る
気
象
状
況

や
強
風
、
乾
燥
し
た
空
気
が
さ
ら

に
被
害
を
拡
大
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

犠
牲
と
な
っ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
環
境

に
配
慮
し
た
生
活
や
火
の
始
末
な

ど
、
防
火
に
も
心
が
け
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
（
大
東
雄
一
） 

☆☆  主主なな行行事事予予定定  ☆☆  
 

・平成 21 年 2 月 27 日（金） 

かざはや苑 消防訓練 

（津市戸木町 4170-2 かざはや苑）

・平成 21 年 3 月 1日（日） 

 春の防火キャンペーン 

 （津サティ マクドナルド前広場）

・平成 21 年 3 月 15 日（日） 

防災啓発活動会 

（グループホームとのむら）

～～  １１月月中中のの災災害害  ～～  

火火  災災        66 件件（（66 件件））  

救救  急急  11,,004411 件件（（11,,004411 件件））  

救救  助助      1133 件件（（1133 件件））  
          （（））内内はは HH2211 年年累累計計  

ごご家家庭庭にに住住宅宅火火災災警警報報器器をを設設置置

ししままししょょうう！！  
消消防防法法のの一一部部改改正正及及びび火火災災予予防防条条

例例のの改改正正にによよりり、、平平成成 2200 年年 66 月月かからら

住住宅宅用用火火災災警警報報器器のの設設置置がが義義務務付付けけ

らられれままししたた。。  

○○
大大
切切
なな
林林
野野
をを  

火火
災災
かか
らら
守守
ろろ
うう
！！  

最
近
耳
に
し
た
言
葉
で
「
灰
の
水

曜
日
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。 

本
来
の
意
味
は
、
キ
リ
ス
ト
が
受

け
た
受
難
を
痛
悔
す
る
日
と
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
ま
た
特
別
な
意
味
を
持
ち
ま

す
。 一

九
八
三
年
二
月
十
六
日
（
水
曜

日
）
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
史
上
最
悪

の
ブ
ッ
シ
ュ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
（
山
火
事
）

が
同
国
南
部
の
各
地
を
襲
い
、
乾
燥

と
高
温
、
強
風
に
煽
ら
れ
て
広
大
な

地
域
が
炎
に
覆
わ
れ
、
延
焼
面
積
二

十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
七
五
人
（
う
ち

消
防
士
十
二
名
）
が
犠
牲
と
な
る
大

災
害
と
な
り
、「
灰
の
水
曜
日
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
同
国
で
は
、
二
〇

〇
九
年
一
月
下
旬
か
ら
摂
氏
四
三
度

を
超
え
る
記
録
的
な
猛
暑
が
続
き
、

山
火
事
等
が
多
発
し
、
同
年
二
月
七

日
に
発
生
し
た
山
火
事
は
、「
灰
の
水

曜
日
」
を
は
る
か
に
越
え
る
、
二
〇

九
人
（
二
月
二
十
二
日
現
在
）
が
犠

牲
と
な
り
、
同
国
で
は
過
去
最
悪
の

山
火
事
被
害
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
津 

市
も
緑
豊
か
な
林
野
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
平
成
二
〇
年
中
に
津
市
消
防
本

部
管
内
で
発
生
し
た
林
野
火
災
は
五

件
と
前
年
と
比
べ
、
十
五
件
も
減
少

し
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
は
、
近
年
多
発
傾
向
に

あ
っ
た
「
放
火
」
若
し
く
は
「
放
火

の
疑
い
」
に
よ
る
火
災
が
、
例
年
に

な
く
減
少
し
た
の
が
そ
の
要
因
の
ひ

と
つ
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
に
林
野

火
災
の
発
生
状
況
を
見
る
と
、
依
然

と
し
て
「
た
き
火
」・「
た
ば
こ
」
な

ど
の
不
注
意
に
よ
る
火
災
が
後
を
絶

た
ず
、
増
加
の
傾
向
に
あ
る
の
も
現

実
で
す
。 

こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
、
空
気
も

乾
燥
し
冬
の
間
に
立
ち
枯
れ
た
雑
草

等
が
非
常
に
燃
え
や
す
い
状
況
に
あ

り
、
ま
た
、
ハ
イ
カ
ー
等
が
入
山
す

る
機
会
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、
火
気

の
取
扱
い
等
に
は
十
分
注
意
し
ま
し

ょ
う
。 

林野火災予防のポイント 
① 森林法に定める「火入れ」を行う場合は、

津市火入れに関する条例に基づき、市長の許

可を受けること。 

② たき火等火災と紛らわしい行為は、津市火

災予防条例に基づき、事前に消防機関へ届け

出ること。 

③ たき火等を実施中は、その場を離れず終了

後は完全に消火すること。 

④ 強風時及び乾燥時には、たき火等は実施し

ないこと。 

⑤ 喫煙後の吸殻は、完全に消すとともに投げ

捨てはしないこと。 
⑥ 火遊びはしないこと。 

↑1 月 26 日、婦人防火推進委員

の皆さまも、高田本山専修寺の消

防訓練に参加しました 


